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   実
みの

りの秋
あき

を迎
むか

え、過
す

ごしやすい季
き

節
せつ

になりました。秋
あき

の味
み

覚
かく

を味
あじ

わい、心
こころ

と体
からだ

を充実
じゅうじつ

させましょう。 

 

 
 
 

 

地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

とは、地
ち

域
いき

で生
せい

産
さん

された食
しょく

材
ざい

をその地
ち

域
いき

で消
しょう

費
ひ

することで、身
み

近
ぢか

な場
ば

所
しょ

で作
つく

られた 

新
しん

鮮
せん

なものを食べることができるなどのメリットがあります。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

では、四
よっ

日
か

市
いち

産
さん

の米
こめ

を 

使
つか

ったごはんを中
ちゅう

心
しん

に、地
じ

元
もと

産
さん

の食
しょく

材
ざい

を使
し

用
よう

しています。 
 

ねぎを１年
ねん

中
じゅう

安
あん

定
てい

して生
せい

産
さん

できる『水
すい

耕
こ う

栽
さい

培
ばい

』をしているねぎ農
のう

家
か

さんに、取
しゅ

材
ざい

に行
い

ってきました！ 

 
       

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 みえ地
じ

物
もの

一
いち

番
ばん

給
きゅう

食
しょく

の日
ひ

 

 

今月
こんげつ

の「みえ地
じ

物
もの

一
いち

番
ばん

給
きゅう

食
しょく

の日
ひ

」は 

A班
はん

１７日
にち

（火
か

）、B班
はん

１８日
にち

（水
すい

）です。 

三
み

重
え

県
けん

産
さん

の食
た

べ物
もの

は、米
こめ

、牛 乳
ぎゅうにゅう

のほかに 

下
か

記
き

のものを使
つか

っています。 
 

三
み

重
え

あじの三
さん

色
しょく

丼
どんぶり

  

・・・ あじ 卵
たまご

  

地
じ

物
もの

たっぷり豚
ぶた

汁
じる

  

・・・ 豚肉
ぶたにく

 里
さと

いも しめじ 油
あぶら

あげ 

もやし 青
あお

ねぎ 

 
１０月

がつ

の献
こん

立
だて

テーマ 

秋
あき

いっぱいメニュー 

 

今
こん

月
げつ

の給
きゅう

食
しょく

には、じゃがいもや里
さと

いも、さつまいも、しめ

じ、栗
くり

など、たくさんの秋
あき

の味
み

覚
かく

が使
つか

われています。ぜひ探
さが

し

てみてくださいね。 

いも類
るい

は体
からだ

を温
あたた

めるエネルギーになります。また、風
か

邪
ぜ

の

予
よ

防
ぼう

に役
やく

立
だ

ちます。食
しょく

欲
よく

の高
たか

まる季
き

節
せつ

でもあるので、しっかり

食
た

べて体
たい

力
りょく

をつけましょう。 

 

 

 里
さと

いも じゃがいも さつまいも

いも 

さけ 

いも 

しめじ 

いも 

さわら 

いも 

栗
くり

 

 

いも 

縣
あがた

さんからの 

メッセージは動
どう

画
が

でも 

見
み

ることができます → 

保
ほ

々
ぼ

地
ち

区
く

のねぎ生
せい

産
さん

者
しゃ

 縣
あがた

さん 

ねぎは薬
や く

味
み

でメインにはならないけど、 

中
ちゅう

学
が く

生
せい

のみなさんにおいしく食
た

べてほしい。 

ねぎを好
す

きになってほしいですね。 

日
に

本
ほん

では各
かく

地
ち

域
いき

の土
と

地
ち

や気
き

候
こう

に合
あ

わせて、さまざまな農
のう

産
さん

物
ぶつ

が作
つく

られています。 

自
じ

分
ぶん

たちの住
す

んでいる地
ち

域
いき

で作
つく

られている農
のう

産
さん

物
ぶつ

に目
め

を向
む

けてみましょう。 

 

 

R 

 

四
よっ

日
か

市
いち

で水
すい

耕
こ う

栽
さい

培
ばい

しているの

はうちだけです。 

ビニールハウスの中
なか

はとても暑
あつ

いけれど、冷
つめ

たい井戸
い ど

水
みず

を使
つか

って

ねぎの育
そだ

ちやすい環境
かんきょう

にしていま

す。 

25年
ねん

続
つづ

けても、同
おな

じようにでき

ない苦
く

労
ろ う

があります。 


